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１．安全上の注意 
この取扱説明書には本製品を安全に正しくお使いいただき、安全な状態に保ち、使用者や他

の人々への危害や損害を未然に防止するためのものです。本製品を使用する前に注意事項

をよく理解してから本文をお読み下さい。 
 

  危険レベル 
取扱説明書の注意事項には、重要度に応じて以下の表記がされています。 

 

危険  操作や取扱を誤ると、使用者が死亡または重傷につながる危険性が極め

て高いことを意味します。 

 

警告  操作や取り扱いを誤ると、使用者が死亡または重傷につながる危険性が

あることを意味します。 
 

注意  操作や取り扱いを誤ると、使用者が傷害を負う場合、または機器を損傷す

る可能性があることを意味します。 
 

  注記  製品性能および操作上でのアドバイスを意味します。 

 

 

 安全にご利用いただくために、下記の注意事項を必ずお守り下さい。 

 

危険  

 
本製品は、使用方法を間違えると人身事故や機器の故障につながる可能性があります。また、

この取扱説明書の記載以外の方法で使用した場合は、本製品が備えている安全確保のため

の機能が損なわれる可能性があります。取扱説明書を熟読し、十分に内容を理解してから操

作して下さい。万一事故があっても、当該製品が原因である場合以外は責任を負いかねま

す。 

 

ご使用にあたっての注意 
本製品を安全にご使用いただくために、また機能を十二分にご活用いただくために、下記の注意 

事項をお守り下さい。 

 

設置時の注意 

使用温度、湿度範囲 

コントローラー：温度１０〜３０℃ 湿度８０％以下、結露なきこと 

本体：温度１０〜４０℃ 
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警告  

 
本製品は電動機器です。安全のため、以下の事項については特に注意をして下さい。 

■アルコール類、シンナー等の引火性液体の近くには設置しないで下さい。 

■濡れた手で給電用アダプターを抜き差ししないで下さい。 

■給電用アダプターを結んだり、束ねたりしないで下さい。 

■本製品の近くでは可燃性のスプレーを使用しないで下さい。 

■清掃の際は電源を切り、給電用アダプターを抜いて下さい。 

■異常音、発煙、発熱、異臭があったり、電源を入れても機器が動かない等の異常が発生し

た場合は、直ちに電源を切り、給電用アダプターをコンセントから抜いて下さい。そして、

お買い求めの販売店または担当サービスに連絡して下さい。 

■本製品を落としたり、ぶつけたりして、強いショックを与えないで下さい。万一、本製品が破

損した場合は、直ちに電源を切り、給電用アダプターをコンセントから抜いて下さい。そし

て、お買い求めの販売店または担当サービスに連絡して下さい。 

■本製品をご自分で分解、改造、修理をしないで下さい。思わぬ怪我をする恐れがありま

す。 

 

 

注意  

 
■ぐらついた台の上や傾いたところ等の不安定な場所や、振動の多い場所には設置しない

で下さい。落ちたり倒れたりして、怪我の原因になることがあります。 

■湿気やホコリの多い場所には設置しないで下さい。火災や感電の原因になるいことがあり

ます。 

■本製品の上には物を載せないで下さい。置いたものが倒れたり、落下して、怪我の原因に

なることがあります。 

■長時間ご使用にならないときは、安全のため、必ず給電用アダプターをコンセントから抜い

て下さい。 

 
 

２．はじめに 

この度は ShellPa Pro 培養細胞伸展システム シェルパプロ 型式 SSMP をお買い上げい

ただき、誠にありがとうございます。本システムは、生体内の動的環境を再現することを目的と

して、電動モーターを使用した、ストレッチチャンバーを周期的に伸展させることで、細胞にメカ

ニカルストレスを加えながら細胞を培養するものです。従来の静置培養では得られなかった細

胞の変化、応答を確認することができます。また、簡単な操作で設定範囲内での任意に伸展速

度や伸展率（伸展パターン）を設定でき、細胞応答の比較、分化・増殖、遺伝子発現など目的に

応じた伸展パターンの最適化によって、生体内における細胞の挙動や組織再生、疾患のメカニ

ズムなどへの理解が深まることが期待されます。 

電源を入れる前に、本説明書をお読みになってからご使用ください。また、末永くご愛用いただ

くために、この説明書は必ず大切に保管していただきますようお願いいたします。 
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３．各部の名称と説明 

３－１ 同梱品の確認 
      

下記のものが同梱されていることを確認してください。 

万一、同梱品に不足しているものや破損しているものがございましたら、お手数ですが販売

店または担当サービスまでご連絡ください。 

 

 
    

 

角シャーレ ５個セット 
W230×D80mm×H14.5mm 

 
 

■ストレッチチャンバーの初期培養保管ケースとして、また、当該蓋部をチャンバーホルダー 

の蓋として、培養伸展実験後のストレッチチャンバーの保管ケースとしてご使用ください。 

 

コントローラー 

本体 
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ストレッチチャンバー標準品「SC４Dea」（PDMS 製） 1 箱 （１０個入） 

 
さらに、SC4Dea の培養面に細胞親和性の高いシートを貼り合せた「SC4Ha」（ハイブリッド型）へ

の交換もできます。  

 

 

３－２ 装置の説明 
 

本取扱説明書内で記載のある各部名称は下記の通りです。 

  
 

 

４．システムの使用方法 
       

<4-1 操作電源投入時画面> 
 

ｺﾝﾄﾛｰﾗｰの操作電源ｽｲｯﾁを押すと、数秒後に下記「ﾛｺﾞ」画面になります。 

「ﾛｺﾞ」画面表示中に、ﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾙﾀﾞｰ取付ﾋﾟﾝ（可動側）が、原点に移動します。 

ﾁｬﾝﾊﾞﾎﾙﾀﾞｰ取付ﾋﾟﾝ（可動側）は原点に移動した後（原点出し完了状態）、ﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾙﾀﾞｰ取付位置

に移動します。 

 

ﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾙﾀﾞｰ取付ﾋﾟﾝ（可動側） 

ﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾙﾀﾞｰ 

ﾁｬﾝﾊﾞｰ 

ﾁｬﾝﾊﾞｰ取付ﾋﾟﾝ 
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※電源投入時はﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾙﾀﾞｰをｾｯﾄしないで下さい。 

※原点出し完了後のﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾙﾀﾞｰ取付位置への移動量（設定値）は、「Parameters」画面の 

”Set Position”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ で微調整します。再調整した場合には、再起動により再設定値を有効にで

きます。必ず再起動時には、チャンバーホルダーを外してから行ってください。位置検出時に所定

以上の負荷がかかると正常に作動しないため。 
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<4-2.Main Menu 画面> 

 
ﾁｬﾝﾊﾞｰ治具ｾｯﾄ位置に移動後（１.操作電源投入後初期動作完了後）、「Main Menu」画面に 

切り替わります。 

Parameter・各動作 Pattern の切替操作が出来ます。 

 

Stretch-Stop system 機能の ON/OFF が出来ます。 

“Stretch-Stop system ON”ﾀｯﾁｽｲｯﾁを押下することで、ON/OFF 操作します。“Stretch-Stop 

system ON”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ点灯時 ON、消灯時 OFF となります。 

（Stretch-Stop system 機能は、”4-20 Stretch-Stop Setting 画面表示”及び”4-21 

Stretch-Stop Monitoring 画面表示””を参照） 

 

※初期導入時、「Parameters」画面の”Calendar + time”の設定が必要です。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

「Parameter」画面の”Calendar + time”の

値が反映されます。 

各動作 Pattern･Parameters の切替が出

来ます。 

“Memory No set” 表示は、ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙに Memory Card が装

着されていない時に表示されます。  

“NO SET” 表示は、”Memory Capacity setting”が選択されていない時又

は Memory Card が抜かれた時に表示されます。 
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ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞを装着した場合、ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌが表示されます。 

当該ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ（ｸﾞﾘｰﾝﾊﾞｰ）はﾒﾓﾘｶｰﾄﾞの容量参考値を 

表示しています。 

（ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞに書き込まれた時にｶｳﾝﾄｱｯﾌﾟされます。） 

ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞの設定容量により残容量（％）は変わります。  

ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞ残量がﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ上のﾚｯﾄﾞﾗｲﾝ（残量警報：95％）に到

達すると、ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌが緑色から赤色に変わります。  

※ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞの内部容量を管理しているわけでないので、 

ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞの抜き取り・ﾒﾓﾘｰ容量選択変更等により 

容量表示はﾘｾｯﾄされます。  

※1 ﾌｧｲﾙあたり≒1.1Kbyte として容量計算しています。 

「Parameters」画面の”Memory Capacity Setting”で

設定された容量値が表示されます。  

※ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞの抜き取りで表示はﾘｾｯﾄされます。 
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※ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞの容量選択はこの画面では行えません。 

設定を行う場合は、「Parameters」画面に切り替えて設定して下さい。 

 

※ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ内部のﾒﾓﾘｶｰドの抜き取り・ﾃﾞｰﾀｰ消去は出来ませんので、必要な場合はご相談下さ

い。  

 

 

計測ﾃﾞｰﾀｰをﾒﾓﾘｶｰﾄﾞに書き込むとｶｳﾝﾄｱｯﾌﾟされます。 

（5 桁表示なので 99999 まで表示可能です。） 

※ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞ抜き取りで表示はﾘｾｯﾄされます。 
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※稼働時間が 2,000 時間に達すると”Maintenance”表示が点滅します。 

※ﾒｰｶｰによるﾒﾝﾃﾅﾝｽを実施しない場合は当該表示が点滅し続けます。 

 

 
※稼働時間が 8,000 時間に達すると”Overhaul”表示が点滅します。 

※ﾒｰｶｰによるｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙを実施しない場合は当該表示が点滅し続けます。 
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<4-3 Parameters 画面> 

 
「Main Menu」画面の”Parameters”ﾀｯﾁｽｲｯﾁを押すと切り替わります。 

 
(1)Calendar + time：ｶﾚﾝﾀﾞ-と時間設定 

変更したい日時及び時間の数値が表示されている箇所をﾀｯﾁすると、ｷｰﾊﾟｯﾄが表示さ

れます。 

ｷｰﾊﾟｯﾄﾞで数値を入力して変更して下さい。 

 

(2)Hour Meter：ｱﾜｰﾒｰﾀｰ（※操作出来ません。） 

本装置の経過時間・ﾒﾝﾃﾅﾝｽや部品交換時期目安など管理する為の表示です。 

 

(3)Set Position：ﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾙﾀﾞｰ取付位置微調整 

起動時のﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾙﾀﾞｰ取付ﾋﾟﾝ（可動側）原点出し（自動）後に行うﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾙﾀﾞｰ取付位

置への移動量の調整値（微調整）を設定します。 

数値が表示されている箇所をﾀｯﾁすると、ｷｰﾊﾟｯﾄが表示されます。 

ｷｰﾊﾟｯﾄﾞで数値を入力して変更して下さい。 

０．２ｍｍの設定を基本とします。ゼロのままではエラーとなりますので NG です。 
※ 入力可能な数値には上下限を設けてある為、範囲内で設定して下さい。 

 

(4)Pin Gap Adjust：ﾁｬﾝﾊﾞｰﾋﾟﾝとﾁｬﾝﾊﾞｰ孔のｷﾞｬｯﾌﾟ調整 

ﾁｬﾝﾊﾞｰ治具にﾁｬﾝﾊﾞｰをｾｯﾄした際のﾁｬﾝﾊﾞｰﾋﾟﾝとﾁｬﾝﾊﾞｰのｷﾞｬｯﾌﾟを微調整出来ます。 

数値が表示されている箇所をﾀｯﾁすると、ｷｰﾊﾟｯﾄが表示されます。 

ｷｰﾊﾟｯﾄﾞで数値を入力して変更して下さい。チャンバー着脱をスムーズにするため、チャ

ンバー取付孔径をピンより大きめに設定しているため、テフロンチューブを使用する場合

は０．２ｍｍ程度で、そのまま使用する場合は、遊びをなくすため０．４～０．６ｍｍ程の

設定を推奨します。 
※ 入力可能な数値には上下限を設けてある為、範囲内で設定して下さい。 

※ ﾁｬﾝﾊﾞｰﾋﾟﾝとﾁｬﾝﾊﾞｰのｷﾞｬｯﾌﾟを当該項目で設定した数値分ｱｼﾞｬｽﾄした位置から 

伸展を開始します。 

よって、伸展ｸﾞﾗﾌ値はｷﾞｬｯﾌﾟを当該項目の設定値分ｱｼﾞｬｽﾄした位置が”0 点”となります。 
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(5)Memory Capacity Setting：ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞの容量設定（選択ｽｲｯﾁ）及び表示 

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ内部のﾒﾓﾘｶｰﾄﾞ（ﾃﾞｰﾀｰ保存用）容量の設定（選択）ｽｲｯﾁ及び表示です。 

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙに装着したﾒﾓﾘｶｰﾄﾞ容量のｽｲｯﾁ部分を長押し（２秒以上）すると設定されます。 

設定された容量値は、「Main Menu」画面のﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ表示横の容量選択値に反映されま

す。 
 

注意）故意に容量設定値を変更すると、ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞの書込み容量参考値及びﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ表示値、 

書込み操作数値などの表示がﾘｾｯﾄされます。 

 

・選択設定されていない時  
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・例）4G が設定された時  

 
 

 

<4-4 Operating Pattern A 画面表示> 
 

「Main Menu」の”Pattern A”ﾀｯﾁｽｲｯﾁを押すと切り替わります。 

 
(1)”Menu”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：「Main Menu」画面に切り替わります。 

※ 動作停止時でないと操作できません。 

 

(2)”SET”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：各伸展 Pattern の設定画面に切り替わります。 

※ 動作時・停止時共に操作は可能です。 
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※ 設定値の変更・設定は動作時には出来ません。 

 

(3)Remaining Time：Cycle stop 設定値表示及び実行 Cycle 数の表示（＊） 

”Cycle Stop"有効時に「SET」画面で設定した Cycle stop 設定値が表示されます。 

1Cycle 終了時にｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝします。（ｶｳﾝﾄが”0”になると Cycle stop します。） 

 
(4)”Cycle Stop”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：Cycle 停止の有効／無効切替（＊） 

無効＝消灯  有効＝点灯 

※Cycle 停止規定回数到達時、ﾀｯﾁｽｲｯﾁ点滅及び”Cycle Stop”ｺﾒﾝﾄ点滅表示 

 

(5)SET Position（表示）：起動時のﾁｬﾝﾊﾞｰ治具ｾｯﾄﾋﾟﾝ（可動側）原点出し（自動）後に行う 

ﾁｬﾝﾊﾞｰ治具ｾｯﾄ位置への移動状態の表示 

移動中＝消灯  完了＝点滅 

“STOP”ﾀｯﾁｽｲｯﾁの操作後、ﾁｬﾝﾊﾞｰ治具ｾｯﾄ位置に移動完了後に”点滅”表示となりま

す。 
注意）“SET Position”が点滅表示にならないと各操作は出来ません。 

 

(6)”START”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：Pattern 動作起動 

点滅＝pattern 動作停止時（STOP 表示：点灯） 消灯＝”Cycle Stop"終了 動作停止時 

点灯＝pattern 動作中 

 
(7)”STOP”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：Pattern 動作停止 

消灯＝動作中（START 表示：点灯） 点滅＝”STOP”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ入力時 

点灯＝Pattern 停止中 
※稼働中、高速点滅するまで長押しする事で強制終了が可能です。 

強制終了時には自動で原点まで戻ります。 

 

(8)”Data Display”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：各動作 Pattern ﾃﾞｰﾀｰ表示画面への画面切替 

 

(9)ｸﾞﾘｯﾄﾞ数値（秒）：ｸﾞﾗﾌの 1 ｸﾞﾘｯﾄﾞ時間表示及び設定（0.1s 単位での設定が可能） 

      ※設定は運転中でも変更可能です。 

 

（＊）Streth-Stop System 機能 ON の際は、表示されません。Streth-Stop System 機能 ON の説明・

操作は、”4-21 Stretch-Stop Monitoring 画面表示”及び”4-22 Stretch-Stop Monitoring 

画面表示”参照。 

 

 

<4-5 Operating Pattern A SET 画面表示> 

 
「Operating Pattern A」画面の”SET”ﾀｯﾁｽｲｯﾁを押すと切り替わります。 
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※ 動作時・停止時共に切り替わります。 

※ 下記設定は、停止中のみ設定・変更が可能です。 

 

下記設定値の設定を行って下さい。 

① 1＝伸展率 

② A＝動作合計時間表示 ※設定出来ません。 

③ B＝立ち上り時間 

④ C＝ｽﾄﾚｽ時間 

⑤ D＝立下り時間 

⑥ E＝ﾘﾗｯｸｽ時間 

⑦ H→C＝時間換算（Hour→Count）画面切替 ※後述<7.時間換算 画面表示>参照（＊） 

⑧ ”Return”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ=前画面切替 

⑨  Stop Count＝Cycle 停止回数設定値（ｷｰﾊﾟｯﾄにて入力）（＊） 

⑩” Count SET”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ＝”Remaining Count”への”Stop Count”の設定入力ﾀｯﾁｽｲｯﾁ 

 ※長押し（＊） 

⑪ Remaining Count＝残りの Cycle 停止までの伸展回数（＊） 

⑫ ”Count Reset”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ＝”Remaining Count”の設定入力ﾀｯﾁｽｲｯﾁ ※ 長押し（＊） 

※ 設定値の入力用ｷｰﾊﾟｯﾄは上記操作に関して全て共通の操作方法です。 

※ 入力可能な数値には上下限を設けてある為、範囲内で設定して下さい。 

 

（＊）Streth-Stop System 機能 ON の際は、表示されません。Streth-Stop System 機能 ON の際の説

明 ・ 操 作 は 、 ”4-21  Stretch-Stop  Monitoring  画 面 表 示 ” 及 び ”4-22  Stretch-Stop 

Monitoring 画面表示”参照。 

 

 
<4-6 Data Display A 画面表示> 
 

Operating Pattern A の計測ﾃﾞｰﾀｰ内容表示画面 
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(1)”Return”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：前画面切替 

(2)”SD Memory Write”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞへのﾃﾞｰﾀｰ書き込み  ※長押し 

※ ﾃﾞｰﾀｰが書き込まれると、画面左下に瞬間的にﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。 

 

 
 

 

 

 
ﾃﾞｰﾀｰ書込み完了時ﾒｯｾｰｼﾞ表示 
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<4-7 時間換算 画面表示> 

注意  Cycle 停止のｶｳﾝﾄ値を設定する際に使用して下さい。 

Cycle 動作途中で終了しないように Cycle ｶｳﾝﾄを時間に換算する為の時間換算画面です。 

 

(1)”Return”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：前画面切替 

 

(2)各数値：ﾀｯﾁするとｷｰﾊﾟｯﾄが表示されます。 

※ 右端上下の数値は、計算結果表示箇所につき設定出来ません。 

 

 

 

 

。  

 

 

計算結果表示部につき 

設定出来ません。 
設定出来ます。 
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<4-8 Operating Pattern B1 画面表示> 

 
「Main Menu」画面の”Pattern B1”ﾀｯﾁｽｲｯﾁを押すと切り替わります。 

 
(1)”Menu”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：「Main Menu」画面に切り替わります。 

※ 動作停止時でないと操作できません。 

 

(2)”SET”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：各伸展 Pattern の設定画面に切り替わります。 

※ 動作時・停止時共に操作は可能です。 

※ 設定値の変更・設定は動作時には出来ません。 

 

(3)Remaining Time：Cycle stop 設定値表示及び実行 Cycle 数の表示（＊） 

”Cycle Stop"有効時に「SET」画面で設定した Cycle stop 設定値が表示されます。 

1Cycle 終了時にｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝします。（ｶｳﾝﾄが”0”になると Cycle stop します。） 

 
(4)”Cycle Stop”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：Cycle 停止の有効／無効切替（＊） 

無効＝消灯  有効＝点灯 

※Cycle 停止規定回数到達時、ﾀｯﾁｽｲｯﾁ点滅及び”Cycle Stop”ｺﾒﾝﾄ点滅表示 
 

(5)SET Position（表示）：起動時のﾁｬﾝﾊﾞｰ治具ｾｯﾄﾋﾟﾝ（可動側）原点出し（自動）後に行う 

ﾁｬﾝﾊﾞｰ治具ｾｯﾄ位置への移動状態の表示 

移動中＝消灯  完了＝点滅 

“STOP”ﾀｯﾁｽｲｯﾁの操作後、ﾁｬﾝﾊﾞｰ治具ｾｯﾄ位置に移動完了後に”点滅”表示となりま

す。 
注意）“SET Position”が点滅表示にならないと各操作は出来ません。 

 

(6)”START”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：Pattern 動作起動 

点滅＝pattern 動作停止時（STOP 表示：点灯） 消灯＝”Cycle Stop"終了 動作停止時 

点灯＝pattern 動作中 

 

(7)”STOP”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：Pattern 動作停止 
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消灯＝動作中（START 表示：点灯） 点滅＝”STOP”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ入力時 

点灯＝Pattern 停止中 
※稼働中、高速点滅するまで長押しする事で強制終了が可能です。 

強制終了時には自動で原点まで戻ります。 

 

(8)”Data Display”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：各動作 Pattern ﾃﾞｰﾀｰ表示画面への画面切替 

 

(9)ｸﾞﾘｯﾄﾞ数値（秒）：ｸﾞﾗﾌの 1 ｸﾞﾘｯﾄﾞ時間表示及び設定（0.1s 単位での設定が可能） 

      ※設定は運転中でも変更可能です。 

 

（＊）Streth-Stop System 機能 ON の際は、表示されません。Streth-Stop System 機能 ON の説明・

操作は、”4-21 Stretch-Stop Monitoring 画面表示”及び”4-22 Stretch-Stop Monitoring 

画面表示”参照。 

 

 

<4-9 Operating Pattern B1 SET 画面表示> 

 
「Operating Pattern B1」画面より”SET”ﾀｯﾁｽｲｯﾁを押すと切り替わります。 

 
 

※ 動作時・停止時共に切り替わります。 

※ 下記設定は、停止中のみ設定・変更が可能です。 

 

下記設定値の設定を行って下さい。 

① 1＝伸展率 

② A＝動作合計時間表示 ※設定出来ません。 

③ B＝伸展時間 

④ H→C＝時間換算（Hour→Count）画面切替  ※後述<7.時間換算 画面表示>参照（＊） 

⑤ ”Return”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ=前画面切替 

⑥ StopCount＝Cycle 停止回数設定値（ｷｰﾊﾟｯﾄにて入力）（＊） 

⑦ ”Count SET”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ＝”Remaining Count”への”Stop Count”の設定入力ﾀｯﾁｽｲｯﾁ 
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 ※長押し（＊） 

⑧ Remaining Count＝残りの Cycle 停止までの伸展回数（＊） 

⑨ ”Count Reset”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ＝”Remaining Count”の０設定入力ﾀｯﾁｽｲｯﾁ ※ 長押し（＊） 

※ 設定値の入力用ｷｰﾊﾟｯﾄは上記操作に関して全て共通の操作方法です。 

※ 入力可能な数値には上下限を設けてある為、範囲内で設定して下さい。 

 

（＊）Streth-Stop System 機能 ON の際は、表示されません。Streth-Stop System 機能 ON の際の説

明 ・ 操 作 は 、 ”4-21  Stretch-Stop  Monitoring  画 面 表 示 ” 及 び ”4-22  Stretch-Stop 

Monitoring 画面表示”参照。 

 

 

<4-10 Data Display B1 画面表示> 

 
Operating Pattern B1 の計測ﾃﾞｰﾀｰ内容表示画面 

 

(1)”Return”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：前画面切替 

 

(2)”SD Memory Write”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞへのﾃﾞｰﾀｰ書き込み  ※長押し 

※ ﾃﾞｰﾀｰが書き込まれると、画面左下に瞬間的にﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。 

 

ﾃﾞｰﾀｰ書込み完了時ﾒｯｾｰｼﾞ表示 
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<4-11 時間換算 画面表示> 

注意   Cycle 停止のｶｳﾝﾄ値を設定する際に使用して下さい。 

Cycle 動作途中で終了しないように Cycle ｶｳﾝﾄを時間に換算する為の時間換算画面です。 

 

(1)”Return”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：前画面切替 

 

(2)各数値：ﾀｯﾁするとｷｰﾊﾟｯﾄが表示されます。 

※ 右端上下の数値は、計算結果表示箇所につき設定出来ません。 

 

 

 

 

 
 

計算結果表示部につき 

設定出来ません。 

設定出来ます。 
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<4-12 Operating Pattern B2 画面表示> 

 
「Main Menu」画面の”Pattern B2”ﾀｯﾁｽｲｯﾁを押すと切り替わります。 

 

 
 

(1)”Menu”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：「Main Menu」画面に切り替わります。 

※ 動作停止時でないと操作できません。 

 

(2)”SET”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：各伸展 Pattern の設定画面に切り替わります。 

※ 動作時・停止時共に操作は可能です。 

※ 設定値の変更・設定は動作時には出来ません。 

 

(3)Remaining Time：Cycle stop 設定値表示及び実行 Cycle 数の表示（＊） 

”Cycle Stop"有効時に「SET」画面で設定した Cycle stop 設定値が表示されます。 

1Cycle 終了時にｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝします。（ｶｳﾝﾄが”0”になると Cycle stop します。） 

 

(4)”Cycle Stop”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：Cycle 停止の有効／無効切替（＊） 

無効＝消灯  有効＝点灯 

※Cycle 停止規定回数到達時、ﾀｯﾁｽｲｯﾁ点滅及び”Cycle Stop”ｺﾒﾝﾄ点滅表示 

 

(5)SET Position（表示）：起動時のﾁｬﾝﾊﾞｰ治具ｾｯﾄﾋﾟﾝ（可動側）原点出し（自動）後に行う 

ﾁｬﾝﾊﾞｰ治具ｾｯﾄ位置への移動状態の表示 

移動中＝消灯  完了＝点滅 

“STOP”ﾀｯﾁｽｲｯﾁの操作後、ﾁｬﾝﾊﾞｰ治具ｾｯﾄ位置に移動完了後に”点滅”表示となりま

す。 
注意）“SET Position”が点滅表示にならないと各操作は出来ません。 

 

(6)”START”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：Pattern 動作起動 

点滅＝pattern 動作停止時（STOP 表示：点灯） 消灯＝”Cycle Stop"終了 動作停止時 

点灯＝pattern 動作中 
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(7)”STOP”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：Pattern 動作停止 

消灯＝動作中（START 表示：点灯） 点滅＝”STOP”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ入力時 

点灯＝Pattern 停止中 

※稼働中、高速点滅するまで長押しする事で強制終了が可能です。 

強制終了時には自動で原点まで戻ります。 

 

(8)”Data Display”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：各動作 Pattern ﾃﾞｰﾀｰ表示画面への画面切替 

 

(9)ｸﾞﾘｯﾄﾞ数値（秒）：ｸﾞﾗﾌの 1 ｸﾞﾘｯﾄﾞ時間表示及び設定（0.1s 単位での設定が可能） 

      ※設定は運転中でも変更可能です。 

 

（＊）Streth-Stop System 機能 ON の際は、表示されません。Streth-Stop System 機能 ON の説明・

操作は、”4-21 Stretch-Stop Monitoring 画面表示”及び”4-22 Stretch-Stop Monitoring 

画面表示”参照。 

 

 

<4-13 Operating Pattern B2 SET 画面表示> 

 
「Operating Pattern B2」画面より”SET”ﾀｯﾁｽｲｯﾁを押すと切り替わります。 

 
※ 動作時・停止時共に切り替わります。 

※ 下記設定は、停止中のみ設定・変更が可能です。 

 

下記設定値の設定を行って下さい。 

① 1＝伸展率 

② A＝動作合計時間表示 ※設定出来ません。 

③ B＝立ち上り時間 

④ C＝ｽﾄﾚｽ時間 

⑤ D＝立下り時間 

⑥ E＝ﾘﾗｯｸｽ時間 
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⑦ H→C＝時間換算（Hour→Count）画面切替  ※後述<7.時間換算 画面表示>参照（＊） 

⑧ ”Return”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ=前画面切替 

⑨ StopCount＝Cycle 停止回数設定値（ｷｰﾊﾟｯﾄにて入力）（＊） 

⑩”Count SET”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ＝”Remaining Count”への”Stop Count”の設定入力ﾀｯﾁｽｲｯﾁ 

 ※長押し（＊） 

⑪ Remaining Count＝残りの Cycle 停止までの伸展回数（＊） 

⑫ ”Count Reset”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ＝”Remaining Count”の０設定入力ﾀｯﾁｽｲｯﾁ ※ 長押し（＊） 

※ 設定値の入力用ｷｰﾊﾟｯﾄは上記操作に関して全て共通の操作方法です。 

※ 入力可能な数値には上下限を設けてある為、範囲内で設定して下さい。 

 

（＊）Streth-Stop System 機能 ON の際は、表示されません。Streth-Stop System 機能 ON の説明・

操作は、”4-21 Stretch-Stop Monitoring 画面表示”及び”4-22 Stretch-Stop Monitoring 

画面表示”参照。 

 

 

<4-14 Data Display B2 画面表示> 

 
Operating Pattern B2 の計測ﾃﾞｰﾀｰ内容表示画面 

(1)”Return”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：前画面切替 

(2)”SD Memory Write”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞへのﾃﾞｰﾀｰ書き込み  ※長押し 

※ ﾃﾞｰﾀｰが書き込まれると、画面左下に瞬間的にﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。 

 

 
 

 

ﾃﾞｰﾀｰ書込み完了時ﾒｯｾｰｼﾞ表示 
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<4-15.時間換算 画面表示> 

注意  Cycle 停止のｶｳﾝﾄ値を設定する際に使用して下さい。 

Cycle 動作途中で終了しないように Cycle ｶｳﾝﾄを時間に換算する為の時間換算画面です。 

(1)”Return”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：前画面切替 

 

(2)各数値：ﾀｯﾁするとｷｰﾊﾟｯﾄが表示されます。 

※ 右端上下の数値は、計算結果表示箇所につき設定出来ません。 

 

 

 

 
 

計算結果表示部につき 

設定出来ません。 
設定出来ます。 
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<4-16 Operating Pattern C 画面表示> 

 
「Main Menu」画面の”Pattern C”ﾀｯﾁｽｲｯﾁを押すと切り替わります。 

 
 

(1)”Menu”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：「Main Menu」画面に切り替わります。 

※ 動作停止時でないと操作できません。 

 

(2)”SET”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：各伸展 Pattern の設定画面に切り替わります。 

※ 動作時・停止時共に操作は可能です。 

※ 設定値の変更・設定は動作時には出来ません。 

 

(3)Remaining Time：Cycle stop 設定値表示及び実行 Cycle 数の表示（＊） 

”Cycle Stop"有効時に「SET」画面で設定した Cycle stop 設定値が表示されます。 

1Cycle 終了時にｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝします。（ｶｳﾝﾄが”0”になると Cycle stop します。） 

 
(4)”Cycle Stop”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：Cycle 停止の有効／無効切替（＊） 

無効＝消灯  有効＝点灯 

※Cycle 停止規定回数到達時、ﾀｯﾁｽｲｯﾁ点滅及び”Cycle Stop”ｺﾒﾝﾄ点滅表示 

 

(5)SET Position（表示）：起動時のﾁｬﾝﾊﾞｰ治具ｾｯﾄﾋﾟﾝ（可動側）原点出し（自動）後に行う 

ﾁｬﾝﾊﾞｰ治具ｾｯﾄ位置への移動状態の表示 

移動中＝消灯  完了＝点滅 

“STOP”ﾀｯﾁｽｲｯﾁの操作後、ﾁｬﾝﾊﾞｰ治具ｾｯﾄ位置に移動完了後に”点滅”表示となりま

す。 
注意）“SET Position”が点滅表示にならないと各操作は出来ません。 

 

(6)”START”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：Pattern 動作起動 

点滅＝pattern 動作停止時（STOP 表示：点灯） 消灯＝”Cycle Stop"終了 動作停止時 

点灯＝pattern 動作中 
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(7)”STOP”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：Pattern 動作停止 

消灯＝動作中（START 表示：点灯） 点滅＝”STOP”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ入力時 

点灯＝Pattern 停止中 
※稼働中、高速点滅するまで長押しする事で強制終了が可能です。 

強制終了時には自動で原点まで戻ります。 

 

(8)”Data Display”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：各動作 Pattern ﾃﾞｰﾀｰ表示画面への画面切替 

 

(9)ｸﾞﾘｯﾄﾞ数値（秒）：ｸﾞﾗﾌの 1 ｸﾞﾘｯﾄﾞ時間表示及び設定（0.1s 単位での設定が可能） 

      ※設定は運転中でも変更可能です。 

 

（＊）Streth-Stop System 機能 ON の際は、表示されません。Streth-Stop System 機能 ON の説明・

操作は、”4-21 Stretch-Stop Monitoring 画面表示”及び”4-22 Stretch-Stop Monitoring 

画面表示”参照。 

 

 

<4-17 Operating Pattern C SET 画面表示> 

 
「Operating Pattern C 」画面より”SET”ﾀｯﾁｽｲｯﾁを押すと切り替わります。 

 
 動作時・停止時共に切り替わります。 

※ 下記設定は、停止中のみ設定・変更が可能です。 

 

下記設定値の設定を行って下さい。 

① 1＝1 伸展率 

② 2＝2 伸展率 

③ A＝動作合計時間表示 ※設定出来ません。 

④ B＝1 立ち上り時間 

⑤ C＝1 ｽﾄﾚｽ時間 

⑥ D＝1 立下り時間 

⑦ E＝1 ﾘﾗｯｸｽ時間 
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⑧ F＝2 立ち上り時間 

⑨ G＝2 ｽﾄﾚｽ時間 

⑩ H＝2 立下り時間 

⑪ I＝2 ﾘﾗｯｸｽ時間 

⑫ H→C＝時間換算（Hour→Count）画面切替  ※後述<7.時間換算 画面表示>参照（＊） 

⑬ ”Return”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ=前画面切替 

⑭ StopCount＝Cycle 停止回数設定値（ｷｰﾊﾟｯﾄにて入力）（＊） 

⑮”Count SET”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ＝”Remaining Count”への”Stop Count”の設定入力ﾀｯﾁｽｲｯﾁ 

 ※長押し（＊） 

⑯ Remaining Count＝残りの Cycle 停止までの伸展回数（※） 

⑰ ”Count Reset”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ＝”Remaining Count”の０設定入力ﾀｯﾁｽｲｯﾁ ※ 長押し（＊） 

※ 設定値の入力用ｷｰﾊﾟｯﾄは上記操作に関して全て共通の操作方法です。 

※ 入力可能な数値には上下限を設けてある為、範囲内で設定して下さい。 

 

（＊）Streth-Stop System 機能 ON の際は、表示されません。Streth-Stop System 機能 ON の説明・

操作は、”4-21 Stretch-Stop Monitoring 画面表示”及び”4-22 Stretch-Stop Monitoring 

画面表示”参照。 

 

 

<4-18 Data Display C 画面表示> 

 
Operating Pattern C の計測ﾃﾞｰﾀｰ内容表示画面 

(1)”Return”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：前画面切替 

(2)”SD Memory Write”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞへのﾃﾞｰﾀｰ書き込み  ※長押し 

※ ﾃﾞｰﾀｰが書き込まれると、画面左下に瞬間的にﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。 

 

 
 

 

 
ﾃﾞｰﾀｰ書込み完了時ﾒｯｾｰｼﾞ表示 
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<4-19 時間換算 画面表示> 

注意  Cycle 停止のｶｳﾝﾄ値を設定する際に使用して下さい。 

Cycle 動作途中で終了しないように Cycle ｶｳﾝﾄを時間に換算する為の時間換算画面です。 

(1)”Return”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：前画面切替 

(2)各数値：ﾀｯﾁするとｷｰﾊﾟｯﾄが表示されます。 

※ 右端上下の数値は、計算結果表示箇所につき設定出来ません。 

 

 

 

 
 

 

計算結果表示部につき 

設定出来ません。 
設定出来ます。 
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<4-20 Stretch-Stop Setting 画面表示> 

 
「Main Menu」の”Stretch-Stop System setting”ﾀｯﾁｽｲｯﾁを押下すると切り替わります。 

 
 

 

（1）”Return”ﾀｯﾁｽｯﾁ：前画面（”Main Menu”）切り替え 

（2）”RESET”ﾀｯﾁｽｯﾁ：Stretch-Stop System 各経過時間のの初期化操作（ｵｰﾙ 0 ﾘｾｯﾄ） ※長押し 

注意）機器稼働中は操作は出来ません。 

（3）”H-C”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：時間換算画面（Hour→Count）画面切替 

※前述<4-19 時間換算 画面表示>参照 
下記設定値の設定を行ってください。 

① Stretch Time：連続伸展時間 

② Stop Time：停止時間 

③ Number of sets：”Stretch Time”、及び、”Stop Time”の繰り返し運転回数 

伸展動作は”①Stretch Time：連続伸展時間”→”②Stop Time：停止時間”の順序にて動作します。 

 

※ 設定値の入力用ｷｰﾊﾟｯﾄは上記操作に関して全て共通の操作方法です。 

※ 入力可能な数値には上下限を設けてある為、範囲内で設定して下さい。 
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<4-21  Stretch-Stop Monitoring 画面表示> 

 
「Main Menu」にて”Stretch-Stop System ON”をﾀｯﾁ ON（点灯）させると、各「Operating Pattern」にてﾀｯ

ﾁｽ ｲｯ ﾁ”Stretch-Stop System Monitoring” が 表 示さ れま す 。ﾀｯ ﾁ ｽｲｯ ﾁ”Stretch-Stop System 

Monitoring”を押すと”Stretch-Stop System Monitoring”画面が表示されます。 

 
 

 

設定出来ます。 

経過時間の表示機能であり、

設定/変更出来ません。 
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（1）”Return”ﾀｯﾁｽｯﾁ：前画面（”Operating Pattern”）切り替え 

（2）”RESET”ﾀｯﾁｽｯﾁ：Stretch-Stop System 各経過時間の初期化操作（ｵｰﾙ 0 ﾘｾｯﾄ） ※長押し 

注意）機器稼働中は操作は出来ません。 

（3）”H-C”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ：時間換算画面（Hour→Count）画面切替 

※前述<4-19 時間換算 画面表示>参照 
（注）本画面では、Stretch-Stop System の各設定値の設定を行うことは出来ません。Stretch-Stop 

System の各設定値の設定を行うことは出来ません。 

 

経過時間の表示機能であ

り、設定/変更出来ません。 
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<4-22 内部保存ﾃﾞｰﾀｰ（内蔵ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞﾃﾞｰﾀｰ）の外部ﾒﾃﾞｲｱ書出し方法> 

 
※ 書き出し可能ﾒﾃﾞｨｱは USB ﾒﾓﾘのみとなります。 

※ 伸展装置を停止する事無く動作中でもﾃﾞｰﾀｰが保存できます。 

 

① 伸展装置の動作 Pattern（A・B1・B2・C）動作中に「Date Display」画面に切り替え、動作ﾃﾞｰﾀｰ

を”SD Memory Write”ﾀｯﾁｽｲｯﾁを長押しして、内部ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞに書込みます。 

※ “SD Memory Write”ﾀｯﾁｽｲｯﾁ操作してﾃﾞｰﾀｰを書き込む毎に、ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞにﾌｧｲﾙが生成されます。 

 

② ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ左下のｶﾊﾞｰを開け、USB ﾒﾓﾘを差し込みます。 

 
ｶﾊﾞｰを開け USB ﾒﾓﾘを差し込む 

 

③ ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ画面が下記内容の画面に切り替わります。 
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④ USB ﾒﾓﾘﾀﾞｲﾔﾛｸﾞの”SD ｶｰﾄﾞ→USB ﾒﾓﾘ”ﾀｯﾁｽｲｯﾁを押します。 

 
 

⑤ ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ画面が下記内容の画面に切り替わります。 
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⑥ USB ﾒﾓﾘﾀﾞｲﾔﾛｸﾞの”画像ﾃﾞｰﾀｰ”ﾀｯﾁｽｲｯﾁを押します。 

 
 

⑦ USB ﾒﾓﾘﾀﾞｲﾔﾛｸﾞの”ｺﾋﾟｰ開始”ﾀｯﾁｽｲｯﾁを押します。 

 

⑧ 書込みが成功すると、「（対象ﾃﾞｰﾀｰ）ｺﾋﾟｰ完了」が表示されます。 

※ ﾃﾞｰﾀｰｺﾋﾟｰ中は、「（対象ﾃﾞｰﾀｰ）ｺﾋﾟｰ中 USB ﾒﾓﾘを抜かないで下さい」が表示されます。 

 メッセージ表示中は“戻る”のタッチスイッチは無効です。 

※ SD ｶｰﾄﾞの容量が不足した場合は、”ｺﾋﾟｰ失敗 SD ｶｰﾄﾞ容量不足”が表示されます。 

 

⑨ ｺﾋﾟｰ完了後 USB ﾒﾓﾘを抜いて下さい。 

 
USB ﾒﾓﾘを抜いた後は必ずｶﾊﾞｰをして下さい。 

⑩ USB ﾒﾓﾘを抜くと伸展動作中画面に戻ります。 

 

 

<4-23 Alarm 画面表示> 

 
異常が発生した時、緊急停止に伴い、当該画面に移行します。 

画面ﾒｯｾｰｼﾞで異常内容が確認できます。 
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※ 異常発生時には、一度操作電源を”OFF”にして再起動して下さい。 

 
※「MC20V Alarm」発生時は内部演算ｴﾗｰの為、電源の再投入を行って下さい。 

※「Motor or QS  Alarm」発生時には配線の断線、ﾓｰﾀｰの異常もしくは故障が考えられます。 

 電源の再投入を行っても復帰しない場合は断線かﾓｰﾀｰの故障ですのでﾒｰｶｰにご連絡下さい。 

 

 

５．保守点検・お手入れの方法 
 

実験が終了しましたら、チャンバーホルダーおよび本体のチャンバーホルダー設置部を中心

に消毒用エタノールで拭いてきれいな状態で保管して下さい。 

 
 

６．適用するストレッチチャンバーについて 

 
６－１ ストレッチチャンバーのバリエーション 

A 標準品「SC4Dea」  培養面の厚さ 0.4mm 培養面積４ｃｍ２     1 箱 10 個入 
長期伸展培養試験に使用できる、ＰＤＭＳ（Poly-diMethylSiloxane）を主成分としたシリコーンエラ

ストマー製です。寸法安定性の高いゴム弾性を有し、伸展を繰り返しても破損もなく、高い形状維

持性を有します。一方、材質表面の撥水性が非常に強いため、予め表面処理を施してありますが、

お使いの細胞が当該チャンバーへの接着性が悪い場合には、適宜所望の細胞外マトリックス（フ

ィブロネクチン、コラーゲン、ラミニン、ポリリシン等の各種コーティング材）をコーティングしてご使

用ください。コーティング前には、オートクレーブなどの滅菌処理をしてご使用下さい。 

 

B ハイブリッド型「SC4Ha」  培養面の厚さ 0.6mm 培養面積４ｃｍ２  1 箱 10 個入 

   上述の「SC4Dea」の培養面に細胞親和性の高い SEBS（スチレン-エチレン-ブチレン-スチレンポ

リマー）シート（０．２ｍｍ厚）を接着剤フリーで貼り合せ、さらに表面処理とγ線照射（滅菌処理）を 

施しています。オートクレーブはせず、そのままご使用下さい。 
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■チャンバーホルダーには、最大６個まで取り付け可能です。 

■細胞外基質のコーティングについては、６－２ コーティング例を参考に各プロトコールに従

って行なってください。 

 

 

６－２ コーティング例 
 

■フィブロネクチンでのコーティング例 

① フィブロネクチンを PBS で濃度２〜２０μg/mL になるように希釈する。 

② ストレッチチャンバーを培養角滅菌シャーレ内に置き、チャンバーの底面が完全に覆われるよ

うに①で調製したフィブロネクチン希釈液を、チャンバー１枚あたり１乃至１．５mL 程注ぐ。 

③ 滅菌角シャーレに蓋をして、その状態で３７℃のインキュベーター内に３０分間～４時間静止

する。 （コーティング具合が悪い場合は、もう少し長めにコーティングします。） 

④ 次いでシャーレをインキュベーターから取り出し、ストレッチチャンバー内のフィブロネクチン希

釈液をピペットで取り除く。 

⑤ その後、余分なフィブロネクチン取り除くため、無血清培養液もしくは PBS で２回程すすいだ後、

細胞懸濁液を加えて、細胞培養を開始する。 

 

■コラーゲンでのコーティング例 

① 希塩酸ｐＨ３、１ｍＭを調製し、オートクレーブ処理する。 

② コラーゲン（タイプ１、またはタイプ４）を上記希塩酸で希釈する。 

③ チャンバー底面が完全に覆われるように、上記コラーゲン希釈液を、チャンバー１枚あたり１

乃至１．５ｍＬ程注ぐ。 

④ 滅菌角シャーレに蓋をして、その状態で３７℃のインキュベーター内に３０分間～４時間静止

する。 

⑤ 次いでシャーレをインキュベーターから取り出し、ストレッチチャンバー内のコラーゲン溶液を

ピペットで取り除く。 

⑥ 余分なコラーゲン溶液を取り除くため、無血清培養液もしくは PBS で２回程すすいだ後、細胞

懸濁液を加えて、細胞培養を開始する。 

 

■ラミニンでのコーティング例 

※Natural Mouse Laminin (Gibco #23017-015) 

http://www.lifetechnologies.com/order/catalog/product/23017015 

(Final concentration: 1ug/mL in PBS)を使用した場合 

① チャンバー底面が完全に覆われるように上記ラミニン溶液を、チャンバー１枚あたり１乃至１．

５mL 程注ぐ。 

② 滅菌角シャーレに蓋をして、その状態で３７℃のインキュベータ内に３０分間～４時間静止す

る。 

③ 次いでシャーレをインキュベータから取り出し、ストレッチチャンバー内のラミニン溶液をピペッ

トで取り除く。 

④ 余分なラミニン溶液を取り除くため、無血清培養液もしくは PBS で２回程すすいだ後、細胞懸

濁液を加えて、細胞培養を開始する。 

 

■ポリリシン（PDL）でのコーティング例 

 ※Poly-D-Lysine Hydrobromide, High Molecular Weight(BD 品番 354210)を推奨。 

① PDL 20mg を 5mL の培地（血清無添加 DMEM）または蒸留水（滅菌水）で溶解し、 

100μL ずつエッペンチューブ（1.5mL）に分注して凍結保存する。（－20℃） 

② 用時に 8mL の培地（血清無添加 DMEM）で希釈する。 

③ チャンバー底面が完全に覆われるように上記ＰＤＬ希釈液をチャンバー１枚あたり 1 乃至１．５

http://www.lifetechnologies.com/order/catalog/product/23017015
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mL 注ぐ。 

④ 滅菌角シャーレに蓋をして、その状態で、３７℃のインキュベーター内で 1 時間（乃至 4 時間）

静置する。 

⑤ 次いでシャーレをインキュベータから取り出し、ストレッチチャンバー内の余分なPDL溶液をピ

ペットで取り除く。 

⑥ 余分なＰＤＬ溶液を取り除くため、無血清培養液もしくは PBS で２回程すすいだ後、細胞懸濁

液を加えて、細胞培養を開始する。 

 

※滅菌角シャーレへストレッチチャンバーを設置する予備操作例 

① 滅菌角シャーレ底面をエタノールで湿らす。 

② チャンバーを上記シャーレに貼り付け、空気を丁寧に抜く。 

③ UV 照射を３時間程度行う。 

 

 

７．製品仕様 
 

品名 ShellPa Pro 

品番 SSMP 

外寸法 本体         W２８５×D３００㎜×H１２０ 

コントローラー  W３２１×D２７０㎜×H１５５ 

質量 本体（標準チャンバーホルダーセット状態） ６．２Kg  

コントローラー ４．３Kg  

消費電力 本体 ５５VA （最大）  

電源 AC１００〜２４０V ４７～６３Hz 1.45A （OP DC２４V ２．５A（最大）） 

給電用アダプター Model SINPRO SPU61A-108 

伸展率 １～２０  整数任意設定   （％） 

伸展周期 １/６０〜２Hz（伸展ホールド設定なしの場合） 

伸展波形 正弦波、三角波、のこぎり波、矩形波、2 種の矩形波の組み合せ 

伸展稼働時間 伸展連続動作時間を設定可能 

駆動方法 電動モーターを用いたシステム 

取付チャンバー数 最大 12 個（オプション：二段式チャンバーホルダー使用時） 

保証期間 １年間 
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